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動的なパフォーマンスしきい値からイベントを分析
する

Active IQ Unified Manager で動的パフォーマンスしきい値か
らのイベントを分析する

動的なしきい値によるイベントは、ワークロードの実際の応答時間（レイテンシ）と想
定範囲との差が大きい場合に生成されます。[イベントの詳細]ページを使用してパフォー
マンス イベントを分析し、必要に応じてイベントに対処してパフォーマンスを正常な状
態に戻します。

動的なパフォーマンスしきい値は、Cloud Volumes ONTAP、ONTAP Edge、ONTAP Selectの
各システムでは無効です。

Active IQ Unified Managerの動的パフォーマンスイベントで被
害者ワークロードを特定する

Unified Managerでは、競合状態のストレージ コンポーネントが原因の応答時間（レイテ
ンシ）の偏差が最も高いボリューム ワークロードを特定できます。このようなワークロ
ードを特定すると、そのワークロードにアクセスしているクライアント アプリケーショ
ンのパフォーマンスが通常よりも遅い理由を把握できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントのアクティビティまたは使用量の偏差が大きい順、またはイベ
ントの影響が大きい順に、ユーザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。値
は、Unified Managerがイベントを検出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づいています。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. ワークロード遅延とワークロードアクティビティのグラフで、Victim Workloads を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義ワークロード、お
よびVictimワークロードの名前が表示されます。

Active IQ Unified Manager で動的パフォーマンスイベントの
いじめワークロードを特定する

Unified Managerでは、競合しているクラスタ コンポーネントを集中的に使用しているワ
ークロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、クラスタ上の特定
のボリュームの応答時間（レイテンシ）が長くなっている理由を把握できます。
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開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が大きい順に、ユー
ザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。値は、Unified Managerがイベントを検
出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づいています。

手順

1. [イベントの詳細]ページを表示してイベントに関する情報を確認します。

2. ワークロード遅延とワークロードアクティビティのグラフで、「Bully Workloads」を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義Bullyワークロード
が表示されます。

Active IQ Unified Manager で動的パフォーマンスイベントの
サメワークロードを特定する

Unified Managerでは、競合しているストレージ コンポーネントを集中的に使用している
ワークロードを特定できます。このようなワークロードを特定すると、利用率が低いク
ラスタにこれらのワークロードを移動する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止の動的なパフォーマンス イベントが必要です。

[イベントの詳細]ページには、コンポーネントの使用量が多い順、またはイベントの影響が大きい順に、ユー
ザ定義およびシステム定義のワークロードのリストが表示されます。値は、Unified Managerがイベントを検
出および最後に分析した際に特定したピーク値に基づいています。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. ワークロード遅延とワークロードアクティビティのグラフで、Shark Workloads を選択します。

3. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のユーザ定義ワークロード、お
よびSharkワークロードの名前が表示されます。

MetroCluster構成のパフォーマンス イベント分析

MetroCluster パフォーマンスイベントを Active IQ Unified Manager で分析する

Unified Manager を使用して、MetroCluster 構成のパフォーマンス イベントを分析でき
ます。イベントに関係するワークロードを特定し、解決のための推奨アクションを確認
できます。

MetroClusterパフォーマンスの問題は、クラスタ間のインタースイッチリンク（ISL）を過剰に利用する「過
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負荷」ワークロード、またはリンクの状態の問題が原因である可能性があります。Unified Manager

は、MetroCluster構成内の各クラスタを、パートナークラスタのパフォーマンスイベントを考慮せずに独立し
て監視します。

MetroCluster構成内の両方のクラスタのパフォーマンス イベントは、Unified Managerの[ダッシュボード]ペー
ジにも表示されます。Unified Managerのヘルス ページを表示して、各クラスタのヘルス状態を確認したり、
それらの関係を表示したりすることもできます。

Active IQ Unified Manager でクラスターの MetroCluster パフォーマンスイベントを分
析する

Unified Managerを使用して、パフォーマンス イベントが検出されたMetroCluster構成の
クラスタについて分析することができます。クラスター名、イベント検出時刻、およ
び_bully_と_victim_のワークロードを特定できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成についての新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが検出されている必
要があります。

• MetroCluster構成の両方のクラスタをUnified Managerの同じインスタンスで監視している必要がありま
す。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. イベントの説明を参照して、関連するワークロードの名前と数を確認します。

この例では、[MetroCluster Resources]アイコンが赤色で表示されており、MetroClusterのリソースが競合
状態にあることがわかります。アイコンにカーソルを合わせると、アイコンの説明が表示されます。

3. クラスタの名前とイベントの検出時刻を書き留めます。この情報は、パートナー クラスタのパフォーマン
ス イベントを分析するときに使用します。

4. グラフで、victim ワークロードを確認し、応答時間がパフォーマンスしきい値を超えていることを確認し
ます。

この例では、マウスオーバーで表示される情報にVictimワークロードが表示されています。[レイテンシ]グ
ラフを確認すると、関連するVictimワークロードの全体的なレイテンシのパターンは一貫していることが
わかります。Victimワークロードの異常なレイテンシによってイベントがトリガーされた場合でも、レイ
テンシのパターンが一貫していれば、ワークロードのパフォーマンスは想定範囲内に収まっており、I/Oの
一時的な上昇によってレイテンシが増加したことでイベントがトリガーされた可能性が考えられます。
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これらのボリュームのワークロードにアクセスするアプリケーションでクライアントに最近インストール
したものがある場合は、そのアプリケーションから大量のI/Oが送信されたことが原因でレイテンシが増加
した可能性があります。ワークロードのレイテンシが想定範囲内に戻ってイベントの状態が廃止に変わ
り、その状態が30分以上続くようであれば、このイベントは無視しても問題がないと考えられます。イベ
ントが新規の状態のまま継続する場合は、イベントの原因となった問題が他にないかどうかをさらに詳し
く調べます。

5. ワークロードスループットチャートで、Bully Workloads を選択すると、過負荷ワークロードが表示され
ます。

Bullyワークロードがある場合は、ローカル クラスタの1つ以上のワークロードがMetroClusterのリソース
を過剰に消費しているためにイベントが発生した可能性が考えられます。Bullyワークロードの書き込みス
ループット（MBps）の偏差が大きくなっています。

このグラフから、ワークロードの全体的な書き込みスループット（MBps）のパターンがわかります。書
き込みMBpsのパターンからスループットの異常が認められるため、ワークロードがMetroClusterのリソー
スを過剰に使用している可能性があります。

イベントに関連するBullyワークロードがない場合は、クラスタ間のリンクの健常性の問題やパートナー
クラスタのパフォーマンスの問題がイベントの原因として考えられます。Unified Managerを使用し
てMetroCluster構成の両方のクラスタの健常性を確認できます。また、パートナー クラスタのパフォーマ
ンス イベントの確認と分析もUnified Managerで実行できます。

Active IQ Unified Manager でリモートクラスターの MetroCluster パフォーマンスイベ
ントを分析する

Unified Managerを使用して、MetroCluster構成のリモート クラスタの動的なパフォーマ
ンス イベントを分析できます。この分析によって、リモート クラスタのイベントがその
パートナー クラスタのイベントの原因となったかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• MetroCluster構成内のローカル クラスタのパフォーマンス イベントを分析し、イベント検出時刻を確認し
ておく必要があります。

• パフォーマンス イベントに関連したローカル クラスタとそのパートナー クラスタの健常性を確認し、パ
ートナー クラスタの名前を確認しておく必要があります。
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手順

1. パートナー クラスタを監視しているUnified Managerインスタンスにログインします。

2. 左側のナビゲーションペインで「イベント」をクリックすると、イベント一覧が表示されます。

3. Time Range セレクターから Last Hour を選択し、Apply Range をクリックします。

4. 「Filtering」セレクターで、左側のドロップダウンメニューから「Cluster」を選択し、テキストフィール
ドにパートナークラスターの名前を入力して、「Apply Filter」をクリックします。

選択したクラスタのイベントが過去1時間ない場合は、パートナーでイベントが検出されたときにこのク
ラスタではパフォーマンスの問題は発生していません。

5. 選択したクラスタで過去1時間にイベントが検出された場合は、イベントの検出時刻をローカル クラスタ
のイベントの検出時刻と比較します。

これらのイベントにデータ処理コンポーネントの競合を引き起こしているBullyワークロードが関係してい
る場合は、これらのBullyワークロードが原因でローカル クラスタのイベントが発生した可能性がありま
す。イベントをクリックし、[イベントの詳細]ページで分析して推奨される解決方法を確認できます。

これらのイベントにBullyワークロードが関係していない場合、ローカル クラスタのパフォーマンス イベ
ントの原因はBullyワークロードではありません。

Active IQ Unified Manager で動的な QoS スロットリングイベ
ントに対応する

Unified Managerを使用して、ワークロードのスループット（MBps）を調整しているサ
ービス品質（QoS）ポリシー グループが原因のパフォーマンス イベントを調査できま
す。この調整によって、ポリシー グループ内のボリューム ワークロードの応答時間（レ
イテンシ）が増大することがあります。イベント情報を使用して、ポリシー グループに
新しい制限値を設定して調整を停止する必要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. *概要*を読んでください。スロットリングの影響を受けるワークロードの名前が表示されます。

調整の結果、あるワークロードは自身のVictimになるため、VictimとBullyに同じワークロー
ドが表示されることがあります。

3. テキスト エディタなどのアプリケーションを使用して、ボリュームの名前を記録します。

あとでボリューム名で検索できます。

4. ワークロード遅延とワークロード使用率のグラフで、「Bully Workloads」を選択します。

5. グラフにカーソルを合わせると、ポリシー グループに影響を与えている上位のユーザ定義ワークロードが
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表示されます。

偏差が最も大きく、調整の原因となったワークロードがリストの最上位に表示されます。アクティビティ
は、ポリシー グループ制限に対して各ワークロードが使用している割合です。

6. 「推奨されるアクション」エリアで、最上位のワークロードの「ワークロードの分析」ボタンをクリック
します。

7. [ワークロード分析]ページで、レイテンシ グラフにすべてのクラスタ コンポーネントを表示し、スループ
ット グラフに内訳を表示するように設定します。

内訳グラフはレイテンシ グラフとIOPSグラフの下に表示されます。

8. *レイテンシ*チャートのQoS制限を比較して、イベント発生時にどの程度のスロットリングがレイテンシ
に影響を与えたかを確認してください。

QoSポリシー グループの最大スループットが1秒あたり1,000op/secの場合、ポリシー グループ内のワー
クロードの合計がこの値を超えることはできません。イベントの発生時、ポリシー グループ内のワークロ
ードの合計スループットが1,200op/secを超えたため、ポリシー グループのアクティビティが1,000op/sec

に調整されました。

9. 「読み取り/書き込みレイテンシ」の値と「読み取り/書き込み/その他」の値を比較してください。

どちらのグラフでも、読み取り要求は多数ありレイテンシも高い一方で、書き込み要求の数は少なくレイ
テンシも低くなっています。これらの値から、レイテンシを増加させた高いスループットまたは大量の処
理の有無を判断できます。これらの値は、スループットまたは処理数にポリシー グループの制限を設定す
るかどうかを決定する際に使用できます。

10. ONTAP System Manager を使用して、ポリシーグループの現在の制限を 1,300 op/sec に引き上げます。

11. 1日後、Unified Managerに戻り、手順3で記録したワークロードを*ワークロード分析*ページに入力しま
す。

12. スループット内訳グラフを選択します。

[読み取り / 書き込み / その他]グラフが表示されます。

13. ページ上部で、ポリシーグループの制限変更のイベント変更アイコン（ ）にカーソルを合わせます。

14. 「読み取り/書き込み/その他」のグラフと「レイテンシ」のグラフを比較してください。

読み取り要求と書き込み要求の数は変わっていませんが、調整は行われておらず、レイテンシは低下して
います。

Active IQ Unified Manager におけるディスク障害が原因のパ
フォーマンスイベントへの対応

Unified Managerを使用して、アグリゲートを過剰に消費しているワークロードが原因の
パフォーマンス イベントを調査できます。また、Unified Managerを使用してアグリゲー
トの健全性を確認し、アグリゲートで検出された最近の健全性イベントがパフォーマン
ス イベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に
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• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. *概要*を読んでください。イベントに関係するワークロードと競合しているクラスタコンポーネントにつ
いて説明しています。

競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュームが複数ありま
す。障害ディスクをスペア ディスクと交換するためにRAIDの再構築を実行中のアグリゲートが、競合状
態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコンポーネント]の下にアグリゲート アイコンが赤で強
調表示され、かっこ内にアグリゲートの名前が表示されます。

3. ワークロード利用率チャートで、「Bully Workloads」を選択します。

4. グラフにカーソルを合わせると、コンポーネントに影響を与えている上位のBullyワークロードが表示され
ます。

イベントの検出以降、最大利用率が最も高い上位のワークロードがグラフの最上位に表示されます。上位
のワークロードの1つはシステム定義のワークロード「Disk Health」です。これはRAIDの再構築を示して
います。再構築は、スペア ディスクを使用してアグリゲートを再構築する内部プロセスです。Disk

Healthワークロードとこのアグリゲートの他のワークロードが組み合わされて、アグリゲートでの競合お
よび関連するイベントを引き起こした可能性があります。

5. Disk Healthワークロードのアクティビティがイベントの原因であることを確認したら、再構築が完了
し、Unified Managerがイベントを分析してアグリゲートが引き続き競合状態にあるかを検出するまで
約30分待ちます。

6. *イベントの詳細*を更新します。

RAIDの再構築が完了したら、[状態]が「廃止」になったことを確認します。これは、イベントが解決され
たことを示します。

7. ワークロード利用率チャートで、Bully Workloads を選択すると、ピーク利用率別にアグリゲートのワー
クロードを表示できます。

8. 「推奨されるアクション」エリアで、最上位のワークロードの「ワークロードの分析」ボタンをクリック
します。

9. *ワークロード分析*ページで、選択したボリュームの過去24時間（1日）のデータを表示するように時間
範囲を設定します。

イベントタイムラインでは、赤い点（ ）は、ディスク障害イベントが発生した時点を示します。

10. [ノードとアグリゲートの利用率]グラフで、ノード統計の行を非表示にし、アグリゲートの行だけを表示
します。

11. このグラフのデータと、イベント発生時の「レイテンシ」グラフのデータを比較してください。

[アグリゲート利用率]では、イベント発生時にRAIDの再構築プロセスが原因の多数の読み取り / 書き込み
アクティビティが表示されており、これが選択したボリュームのレイテンシ増加につながりました。イベ
ント発生の数時間後には、読み取り / 書き込みとレイテンシの両方が減少し、アグリゲートの競合状態は
解消しました。
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Active IQ Unified Manager で HA テイクオーバーによって引
き起こされたパフォーマンスイベントに対応する

Unified Managerを使用して、ハイアベイラビリティ（HA）ペアを構成するクラスタ ノ
ードでの大量のデータ処理が原因のパフォーマンス イベントを調査できます。ま
た、Unified Managerを使用してノードの健全性を確認し、ノードで検出された最近の健
全性イベントがパフォーマンス イベントに関与しているかどうかを判断できます。

開始する前に

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

• 新規、確認済み、または廃止のパフォーマンス イベントが存在する必要があります。

手順

1. イベントに関する情報を表示するには、「イベントの詳細」ページを表示します。

2. *概要*を読んでください。イベントに関係するワークロードと競合しているクラスタコンポーネントにつ
いて説明しています。

競合状態のクラスタ コンポーネントによってレイテンシが影響を受けたVictimボリュームが1つありま
す。パートナー ノードからすべてのワークロードをテイクオーバーしてデータを処理中のノードが、競合
状態のクラスタ コンポーネントです。[競合しているコンポーネント]の下に[データ処理]アイコンが赤で
強調表示され、イベント発生時にデータを処理していたノードの名前がかっこ内に表示されます。

3. *概要*で、ボリューム名をクリックします。

ボリュームパフォーマンスエクスプローラーページが表示されます。ページ上部のイベントタイムライン
に、変更イベントアイコン（ ）は、Unified ManagerがHAテイクオーバーの開始を検出した時刻を示し
ます。

4. HAテイクオーバーの変更イベント アイコンにカーソルを合わせます。HAテイクオーバーの詳細がホバー
テキストで表示されます。

[レイテンシ]グラフに表示されたイベントから、HAテイクオーバーと同じタイミングで発生した高レイテ
ンシが原因で、選択したボリュームでパフォーマンスしきい値が超えたことがわかります。

5. *ズーム表示*をクリックすると、レイテンシーグラフが新しいページに表示されます。

6. 「表示」メニューで*クラスタコンポーネント*を選択すると、クラスタコンポーネントごとの合計レイテ
ンシが表示されます。

7. HAテイクオーバーの開始を示す変更イベント アイコンにマウス カーソルを合わせ、データ処理のレイテ
ンシを合計レイテンシと比較します。

HAテイクオーバーの実行時に、データ処理ノードでワークロード需要が増加したためにデータ処理のレ
イテンシが急増しています。CPU利用率の増加によってレイテンシが増加し、イベントがトリガーされま
した。

8. 障害が発生したノードを修復したあと、ONTAP System Managerを使用してHAギブバックを実行しま
す。ワークロードはパートナー ノードから修復されたノードに移動します。

9. HA ギブバックが完了した後、Unified Manager での次の構成検出（約 15 分後）が完了したら、*イベント
管理*インベントリページで、HA テイクオーバーによってトリガーされたイベントとワークロードを探し

8



ます。

HAテイクオーバーによってトリガーされたイベントの状態が「廃止」になり、イベントが解決されたこ
とを確認できます。データ処理コンポーネントでのレイテンシが低下し、その結果合計レイテンシも低下
しています。選択したボリュームが現在データ処理に使用しているノードでイベントが解決されました。
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